紙芝居型講師とは？

＞
こちらはA君です。
A君は法律の勉強が大好きでした。
そのため，将来は，法律でアドバイスなどをする「士業」の仕事をしたいと思い，国家試験に挑戦して，士業になろうと思いました。
＞
長い時間がかかりましたが，あきらめずに挑戦し続けた結果，めでたく国家試験に合格でき，「士業」として活動するようになりました。
＞
やったー，やっと僕も士業になれたぞ。今まで勉強した法律の知識を使って，多くの人の役に立てる仕事がしたいな。がんばるぞ。

ところが，現実は，厳しいものでした。
ある日のことです。
＞
　ええー，そんなぁ。こんな金額払えないですよ。この契約って，もうキャンセルできないんですか。契約書なんて，難しくてよくわからないから，適当に，サインしちゃっただけなんですよ。いきなりこんな金額請求されても払えないですよ。なんとか，法律を使って，助けてもらえませんか？
＞
　そう言われましても，お気持ちはわかるのですが，私も，きちんと正確なことをお伝えしなければいけませんので，知らなかったこととはいえ，もう今となっては手遅れという可能性が高いと思います。
　そんなー

　またある日のことです。
＞
　ええー，そ，そんなぁ。連帯保証人ってそんなことになってしまうのですか。ワシは，取引先が絶対ワシの会社には迷惑かけないと言ってくれたのを信じて，連帯保証人になったのに，連帯保証人になった途端にいなくなってしまって，ワシも被害者ですから，なんとかなりませんか。もっとお金払いますから，助けてください。
＞
　いえいえ，お金の問題ではないんです。お金で法律を変えることはできないんです。知らなかったこととはいえ，もう今となっては，手遅れという可能性が高いと思います。
＞
　A君は悩んでいました。
もう相談に来た時点で，手遅れというケースが，世の中，こんなにあるなんて。
＞
　世の中，「知らない」で「損する」人がたくさんいるんだなぁ。いったいどうしたらいいんだろう。どうしたら，「知らない」で「損する」ことをなくせるんだろう。法律を使って人の役に立つ仕事がしたかったけれど，現実は難しいな。
＞
　そうだ，講演活動をしよう。講演で，法律などの専門知識をお伝えすれば，手遅れになってしまうことをなくせる。「知らない」で「損する」がなくなるはずだ。
　A君は，その後，講演活動に取り組みました。
　しかし，これもうまく行きませんでした。
＞
　はー，講演活動やっても，受講者の方は，難しそうな顔していて，全然伝わってないんだろうなぁ。寝てる人も多いし，スマホいじってる人も多いし，アンケート評価もひどい。
　いったいどうしたらいいんだろう。
　ちょっとネットで調べてみよう
＞
　ふむふむ，そうか。講演・セミナーで大事なことはふたつあるのか。
＞
一つは，イラストを使うこと，もう一つは，物語を伝えることか，なるほど。
でも，士業の場合，難しい専門知識が多くて，イラストとか物語にしづらいんだよなぁ。どうしたらいいんだろう。
＞
　そうだ，まず，紙芝居を作って，披露してから，専門知識を解説してみよう。
＞
　なんと，これにより，A君の講演・セミナーの受講者の反応は大きく変化しました。
＞
　A君の講演では，専門知識の解説をする前に，まず，紙芝居で，登場人物のイラストと物語を伝えるようになり，とても分かりやすくなりました。
[bookmark: _GoBack]しかも，紙芝居を使いながら，登場人物の感情を表現するため，受講者も感情移入したり，面白がって見るようになり，学習効果もアンケート評価も上がりました。
　その結果，A君は，いろいろなところから講演依頼を受けるようになりました。
＞
　ありがたいことに，いろいろなところで講演させてもらえるようになったけど，でも，やっぱり，今でも，「知らない」で「損」してしまう人は，たくさんいる。どうしたら，「知らない」で『損』するをなくせる社会を創れるんだろう。
＞
　そうだ，ぼくだけじゃなくて，いろんな専門知識をもった士業の人が，講師として活躍すれば，その専門知識を多くの方にお届けすることができるんじゃないかな。
＞
　この紙芝居型の講演手法「紙芝居型講師」を多くの士業の方に，広めよう。
　『知らない』で『損する』をなくそう！！
　　がんばるぞ！！

